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平
成
十
三
年
度
の
各
行
政
区
の
区
長
と
各

種
団
体
の
代
表
の
方
々
が
決
ま
り
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
区
長
会
長
に
三
吉

隆
之
さ
ん
(
中
)
、
泉
婦
人
会
長
に
石
井
佳

与
さ
ん
(
小
高
)
、
須
釜
婦
人
会
長
に
草
野

ミ
サ
ウ
ウ
さ
ん
(
山
小
屋
)
、
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
長
に
小
林
隆
次
さ
ん
(
竜
崎
)
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
一
年
間
皆
さ
ん
の
代
表

と
し
て
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ
役
と
な
ら
れ

る
方
々
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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一
般
協
力
者

川
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関

蒜
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真
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須
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増

四

辻

新

田

渡

石 石 大 瀬 鈴 松 大 小 小大小
和

井 森 田 谷 木 田 野 林 林竹針

士

気

高

く;

玉
川
村
消
防
団
(
関
根
秀
勝
団
長
)
恒
例
の

平
成
十
三
年
度
春
季
検
閲
式
が
四
月
三
十
日

(
月
)
泉
中
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
、
団
員
、
婦

人
消
防
隊
、
関
係
者
約
三
百
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
は
、

間雲
り
空
の
天
候
で
あ
り
ま

し
た
が
、
団
員
は
き
び
き
び
と
し
た
動
作
で

臨
ん
で
い
ま
し
た
。

検
問
式
は
、
十
一
の
分
固
と
婦
人
消
防
隊

が
整
列
し
、
観
閲
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、

関
根
団
長
が
車
田
村
長
に
点
検
者
と
し
て
委

鳴
し
、
各
小
隊
ご
と
に
通
常
点
検
を
受
け
そ

の
後
、
機
械
器
呉
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

浩勇雄則和吉 吉

勝 喜 智輿幸

(敬称略)

ま藤医 肖防芳団蓑ぞす
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ま
た
、
式
の
中
で
は
表
彰
及
び

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。受

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
十
三
年
度
表
彰

(
敬
称
略
)

団
長
表
彰

防
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優
良
家
庭
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辺
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イ呆

幸

理，

崎

上貧
野長

文

彦

吉
分
団
長

大
和
田

尚

平
成
十
三
年
度
全
国
統
一

防

火

標

語

「
た
し
か
め
て
。

火
を
消
し
て
か
ら

次
の
こ
と
」
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国
保
運
曽
協
議
会
委
員
決
ま
る

広報たまかわ

去
る
四
月
十
二
日
に
村
役
場
北

庁
舎
に
お
い
て
、
玉
川
村
田
保
運

営
協
議
会
を
開
催
し
、
六
名
の

方
々
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た。
国
保
運
営
協
議
会
は
、
被
保
険

者
代
表
か
ら
一
一
名
、
保
険
医
又
は

保
険
薬
剤
師
代
表
か
ら
二
名
、
公

益
代
表
か
ら
一
一
名
の
計
六
名
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
任
期
は
四
月
一

日
か
ら
二
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
会
長
に
は
佐
久
間
安
直
さ

ん
(
北
須
釜
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

小針常美さん(中) 阿部洋予さん(高須釜)

被保険者を代表する委員

昧原 隆司ん()11辺) 福田霊ーさん(/J唱)

保険医または保険薬剤師を代表する委員

佐久間安富ざん(北須釜) 田号式幸さん()11辺)

公益を代表する委員

み
ん
な
元
気
に
登
校

各
小
・
中
学
校
で
入
学
式

四
月
六
日
に
、
村
内
の
三
つ
の

小
学
校
と
一
一
つ
の
中
学
校
で
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

小
学
校
で
は
、
新
入
学
児
童
八
十

人
が
あ
こ
が
れ
の
校
門
を
元
気
に

く
ぐ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
川
辺
小
学
校
で
は
新
入

学
児
童
と
在
校
生
が
、
入
学
式
の

朝
、
川
辺
八
幡
神
社
に
日
の
丸
の

旗
を
持
ち
お
参
り
す
る
「
旗
持
ち

平成13年5月広報たまかわ

入
学
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
一
年
生
(
十
六
名
)
は
、
上
級

牛
と
い
っ
し
ょ
に
歩
い
て
八
幡
神

社
へ
向
か
い
、
交
通
事
故
に
遇
わ

な
い
で
元
気
に
学
校
へ
通
え
る
よ

う
お
は
ら
い
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
百
年
以
上
も
続

い
て
お
り
、
入
学
式
当
日
の
朝
に

は
必
ず
見
ら
れ
る
風
景
で
す
。

第T回玉川|干す体育指導委員会コ開催

22名に任命書が交付される

4月18日(水)、午後ア時から、村就業改善センターにおいて、平

成13・14年度の体需指導委員22名が決まりました。

体育指導委員は、各行政区から男女1名ずつ選任され、車田教青長

から任命蓄が交付されました。任期は2年で、村のスポーツ振興の推

進役として期待されます。

また、委員長には、鈴木重治さん()11辺)が選出されました。

泉
保
育
所
・
須
釜
児
童
館
組

い
ず
み
隠
す
が
ま
幼
稚
園

で
入
国
式

泉
保
育
所
が
四
月
一
一
一
目
、
須
釜

児
童
館
が
四
月
五
日
、
い
ず
み
・

す
が
ま
両
幼
稚
園
が
四
月
七
日
に

入
図
式
を
行
い
ま
し
た
。

入
国
式
で
は
、
関
長
先
生
な
ど

か
ら
「
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て
、

元
気
に
通
っ
て
下
さ
い
」
と
の
お

話
が
あ
り
、
園
児
た
ち
は
緊
践
し
、

不
安
そ
う
に
時
々
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
の
顔
を
見
な
が
ら
話
を
開

い
て
い
ま
し
た
。
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実施日 事 業 名 実施場所等

県民スポーツ大会玉川村大会

6月3日 -第31ロ壮年ソフトポール大会 村民グランド

-第36ロ家庭バレーポーjレ大会 勤労者体甫センター

6月24臼 第35回村民登山会 雄間山方面

8月4日 第30回少年環技大会 須斐小学校{担

10月14日 第3田福島空潜五}II健康マラソン大会 空港公園及び村内コース

11日3日 ふくしま駅伝大会参加選手試走会 白河~福島問

11月18巴 第13回ふくしま駅伝競走大会 白河~福島問

4 月~ ナイター開放事業 村民グランド

6月~ 体力づくり教室 村毘クランド他

7月8日 需年教室[パラグライダー教室J 船引町(予定)

7月15日 県民スポーツ大会石}II地区大会 平田村会場

9月2日 県民スポーツ大会県中地域大会 須員川市

10 月 グラウンド コルフ教室 村民グランド

10月25日 グラウンド ゴルフ大会 村民クランド

12月16日 村民卓球大会 動労者体甫センター

平成13年震村社会体育主な事業計画

地区 氏名(男) 氏名(女)

}II 辺 鈴木重治 村越正吾

諦生 西殺登志夫 l 真弓ち力守

小高 車田清和 車田美幸

中 岡部康利 小針ともそ子

岩法寺 草野代道 {在久間千恵ヲ

竜崎 小林晴一 鈴木真理吾

南須釜 塩沢 5ム 八木富美与

北須釜 矢吹 誠 鈴木正吾

eコEご 森 1専 奇麗正江

山小屋 石森三勝 石森智代芸

四辻新田 太邑広明 野本よい3

B型千C型肝炎検麓のお知らせ自民年金からのお知らせ 委員は次のとおりです。(敬称略)

血友病以外の腐気で非加熱血液擬自国予製剤の投与を受けた理

能性のあると思われる方は、なるべく皐く血液検置を受けて下さい。

面対象者

昭和47年~昭和63年の間に次のような病気で公表医療機関に入院

したことのある方

・新生児出自症(新生児メレナ-ビタミンK欠乏症等)等の病気で[血

が止まりにくいjとの指摘を受けた人

・肝硬変や劇症肝炎で入院し、出血が苦しかった人

・食道静脈麿の破裂や消化器系疾患により大量の吐下血があった人

・大量に出血するよう芯手術を受けた人(出産時の大量出血も含む)

〈巽動があったら届けを出しましょう〉

話職、退職、結婚など人生の節目に年金の加入者

の種類が変ることがあります。とんな時には、役場

住民課に届け出ましょう。届出を忘れると、年金が

受けられなくなることもありますので、ご注意くだ

さい。届出に必要なものは、それぞれ違うので、年

金係にお尋ねください。

〈保験料{手忘れずに納めましょう〉

未納のままにしておくと、事故や病気で障害状態

に芯ったとき、一家の留さ手を失った時なと、各種年

主が受けられなくなる場合があります。 f主な村田近公表医療機関j

諸島県立医大病院(播島市)、太串綜合病院附属太田西ノ内病院(郡山

市上太田綜合病院附属太田記念病院(郡山市)、寿畏堂縮会病院(郡

山市)、桑島区暁(郡山市)、郡山総合病説(郡山市H廃院J、本多記念

東北儒環器科病院(郡山市H廃院ム池田記念病院(須資川市)、公立

岩瀬病院(須員川市)、白河i事笠総合病院(白河市)

事模蛮料金無料

事模護受け入れ期間 平成13年ア月31日まで

ーお間合わせ先 直接、受診希望の甚療機関へお願いします。

〈保蹟料の納付が臨難広場合iま
免際制震を利用してください。免綜を受けたいとき

は、印鑑と納付蓄を持参してください。

5月4月から免除を受けたい場合は、

中に串講をすませましょう。

ア
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交通安全を願い

横断旗150本を寄付

本村南須釜出身の新聞販売会社社長の宗形浩さん

(郡山市)は、予供たちの交通安全を願って、新入学

児童・園児の交通事故防止運動や福畠空港玉川健康

マラソンにと、村教肯委員会に横断旗150本を寄贈

しました。早速、教書委員会では村内の各小掌校や

公民館に配布しました。

家
族
連
れ
で
賑
わ
う

ん

福
島
空
港
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当
日
は
、
朝
か

ら
快
晴
に
恵
ま
れ
、
福
島
空
港
公
園

に
は
村
内
外
か
ら
、
大
勢
の
家
族
連

れ
な
ど
が
集
ま
り
、
公
園
は
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

一
色
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
午
前
十
時

か
ら
始
ま
り
、
催
し
は
菊
地
章
夫
ミ

ニ
ラ
イ
ブ
や

B
・

B
-
S
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
ズ
曲
演
奏

・
親
子
で
紙
ひ
こ
う

き
滞
空
レ
l
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
定
期
路
線
福
島
i

広
島

の
開
設
に
伴
い
、
青
空
市
で
広
島
風

お
好
み
焼
き
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
、
隣
で
は
2
，
0
0
1
匹
の
金
魚

が
放
さ
れ
た
金
魚
す
く
い
コ
ー
ナ

ー
で
、

子
供
た
ち
が
慎
重
に
金
魚

を
す
く
っ
て
い
ま
し
た
。

催
し
の
中
で
七
団
体
に
よ
る
、

Y
O
S
A
K
O
I
ソ
l
ラ
ン
踊
り

が
披
露
さ
れ
た
時
は
、
会
場
が
熱

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

地
元
特
産
品
の
販
売
や
飲
食
コ

ー
ナ
ー
で
は
、

玉
川
村
の
産
品
な

ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
賑
わ
い

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

村体育協会では、村就業改善センターにおいて総会

を行いました。

総会は、平成12年度の事業報告と決算報告、 f，3¥く
しま駅伝jの事業報告や決算が報告され、続いて平成

13年度の事業計画と収受予算が協議され、すべて承

認されました。

平成13a:S月

村体育協会が

三総会を開催予

広報たまかわ

村内5行政区で

敬、r 老 A-n 
川辺・小高・中・岩法寺・竜噛区では、書の敬老会

を実施しました。ごと岩法寺区では、 5月3日憲法記

念日の祝日に岩法寺農耕センターに70歳以上のお年

寄り88名が招待され、踊り愛招者の方々による踊り

が披露されるなど、楽しいひとときを過ごしました。

保
育
所
で
交
通

安
全
教
室

泉
保
育
所
で
は
、
幼
児
教
育
の

一
環
と
し
て
、

交
通
安
全
教
室
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
講
師
と
し

て、
玉
川
村
交
通
教
育
専
門
員
が、

園
児
に
横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
、

信
号
機
の
見
分
け
方
な
ど
の
指
導

を
行
い
ま
し
た

D

玉川村ふるさと物産振興委員会主催の f玉川村ふるさ

と物産展Jが乙宰ヶ滝公盟で行われました。

新緑に包まれた公園は、村の特産自コーナーや焼きそ

ばなどの模擬屈が並んでいました。

当日は、娼天に恵まれ絶倍の行楽日和になり、公園に

は村内外から家族連れなどが訪れ、特に手打ちそばコー

ナーは、お客さんで賑わっていました。

く
アマチュア写真コンテストに入選している石津節男さん

(中)が、この度村就業改善センター口ビーで写真展を聞きま

した。写翼は、風景写真や人物写真などを展示し就業改善セ

ンターに来た村民の皆さんの目を楽しませていました。

回つわ賑
ι

が圏
中
公

の
滝

晴

ヶ
月
零

五
乙

石津さん(中)が

写真展を 開

8 9 
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東京玉川会定期総会の開催
平成13年度総会を次により開催しますので多数の参加をお

待ちしております。

・日時平成13年7月8日(日)正午

・場所苔渓会館(文京区)

・会費 5，000円
・その他 会員へ通知(6月の広報発送時に通知いたします。)

保

保

-保

Lru圏直国の健康ごよみ

1才おたん生相談会

午後1時30分~
すくすくクラブ

午前10時~
たまかわ鍵康クラブ

午前9時30分~

山鳩怠

午前10時

.5月

18日(金)

22自(火)

23自(7)く)

検査料金は無料、完全電話予約制で、検査・相談時間は、午前9時 ~

11時、夜間の検査は午後5時15分"-'88寺30分です。

平成13:Ef)蔓 HIV抗体検査事業実施日は次のとおりです。

3日夜間 10臼 178夜間 24日
2日夜間 9日 168復間 23日

4月 10月
30巳

1 8夜間 88.158夜間 22巴
6日夜間 13日 20臼夜間 27臼5月 11月

29日

6再 5日夜間 12日 19日夜燈 26日 12月 4日夜懸 け日 18日夜間 25臼

3臼夜鶴 108.17臼夜間 248
アF3 1月 8日夜間 15臼 228夜間 29日

31臼

8月 ア巳夜鶴 14臼 21日夜間 28日 2月 158夜間 12日 19日渡間 26日

9月 48夜間 11自 18日夜間 25日 3月 58夜悶 12日 198復関 26日

す

HIV抗体検査(エイズ

秘密は厳

総務省からの

お知らせ

村民グランドナイター開放
4月10日"-'1 1月27日までの期間の毎週火曜日

※5/29、8ハヰを除く(南天・荒天中止)

午後6時より 9時までの3時間関取

(終]'15分話仁黄色の安全灯が回転します)

玉川村民・村内企業に動務する15
400mトラック内側・…・・サッカー

400mトラックコース及び周辺一・歩く・走る

グランド西側パックネット前・い

軽スポーツコーナ一

村公民館(岱57-4632)

日

閤

3、対象者

4、実施種目

間合わせ先

1、期

2、時

• j5jf 

保

jli( 

笠

9巴(土)...南須釜

11日(見)ー・北須釜

12日(火)・・・岩法寺
13日(水)ー・竜 崎

14日(木)一-中
15日(金)一.jJ¥ 高

17日(日)υ・小 高・詰

25臼(笠)

9~10力月兜健診

午後 1時30分~
1才6カ月克健診

午後1時~

【住民鍵診1
4日(月)一，)11 辺
5日(火)...)11 辺
6臼(水)・・・四辻新田

ア臼(木)ー・山小雇

8日(主)・・・吉

{采:保健センター

.6月

1日(金)

寄付ありがとうございます

ド記の方から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚く櫛礼申し上げます。 町 (村社会福祉協議会)
瓜ム

県中保健所(岱0248-75-2109)

fアルコール談話会jの開催

アルコール談話会とは、「おj霞の問題で因っている万Jiお酒をやめた

いと患ってる方j等のご本人やご家族が参加する相談会です。 f!lt¥密は厳

守で相談{ま無料です。お気軽においでください。

相談巴・相談場所{立、次のとおりです。

平成13年4月48.5月28・6月6日・ア月48.8月
1日・ 9月58.10月3日・ 11月ア日・ 12月58.平成

14任 1日9日・ 2月6日 .3月6日

いずれの巳も時間は、午後1時30分.........3時まで

県中保健所 2階(須賀川市旭町

県中保健所健康推進課健康づくり推進係

官 0248-75-2109

時

場所

連絡先

10 

-岩法守=の及/1/美智子さんから

テクノセミナー受講のご案内
[芯誕生おめでとうござ己ます]

(4河題出分)

保護者自

お間合わせ先

日

企業等で働いている方、就職を希望する方を対象

として、技術の進歩仁応じて、新しい技舗や知識を

翠得したり霊に高めたり、また護措を取得するため

のセミナーです。

講習受講の案肉

離会 場福島県立郡山高等技術専門校(テクノ

カレッジ郡山)

~申し込み方法 本校受付のf受講申し込み書JIこ必
要事項在記入捺EPのうえ、本校能力開発課に申し込

み期限(各訓練コースの実施日2遺障前)までにご提

出して下さい。なお、受講料等の納入(ごついては、

追って連絡します。

~霊講料等 受講料は県に納付、テキス卜材料費に

てテキストや実習教材を購入します。

重定員原則として各コースとも定員になり次第

締め切ります。

※定員に対する票集状況により、延期・中止する

場合があります。

※都合により実施日程等が変更になる場合があり

ます。

(お問い合わせ先)

ャ963-8816 郡山市上野山5醤11] 福島県立郡

山高等技術専門校岱024-944-1663

{建

弘明

史

行

6月 1 己 ~10日までは[電波利用保護旬間j です。

自に見えなくとも、不法電波は私たちの暮らしゃ

社会の迷惑です。

電波はみんなの財産です。「不法無線開jをなく

し、正しく電波荘使いましょう。

員配電波のj毘{雲・妨害についてのお間合わせは

干980-8795 パメK
仙台市青葉区本田3 2-23 白半半h
総務省東北総合通信馬監視課 /櫨醤¥

n022-221-0641 村被

村のようす
(13tJ:5月1日現在)

義

:告

h

良
ぉ
々
か
花

出生児氏名

い愛

111奇

藤

藤

里子

佐

イ左

向

地区名

辺

す一川

1]1奇

法

JII 1，816戸(+8) 

3，794人件ア)

7，647人(十15)

-
四

M
M
'
I

花
愁
短
歌
会
玉
川
支
部
詠
草
集
l

i

i
村
公
民
館

親
は
子
を
可
愛
が
る
の
が
順
序
だ
ど
孫
を
諦
め
さ
ぜ
る
夜
話

阿
久
湾
夏
子

上
を
見
ず
下
を
も
見
ず
に
目
線
に
て
ひ
た
す
ら
歩
む
わ
が
人
生
は

演
k-. 
ぷL

里

大
雪
に
も
一
枚
の
葉
害
届
け
来
る
郵
便
や
さ
ん
は
幸
ぜ
の
伎
岩

沙、

イt
l止、
ん

降
り
し
き
る
雪
に
偲
ば
ゆ
源
佐
荷
門
「
袖
振
払
う
佐
野
ん
の
あ
た
り
を溝

井
は
な
よ

栄

貞

あかね

仁美

瑠希

天

)京

野

藤佐

南須釜

。

北須釜

3，853人(+8)

冨

定

翼 敏

4月j函出なし

彦

正

手~

森之

森

石

石

山小屋

四:c仁新田

今
月
の
納
税

産

税

第

期

分

軽

自

動

車

税

国
民
年
金
保
験
料

全

分

5
用
保
験
料

期

【
納
期
限
は

5
月
お
日
(
童
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
}

さ
る
な
し
俳
句
会
四
月
句
会
詠
草

失
恋
の
描
の
昨
ど
遇
ふ
小
昏
が
り

初
恋
の
そ
の
危
は
う
す
れ
棋
散
る

由

校
内
の
幼
な
さ
笑
顔
風
光
る

真

校
漬
開
き
て
結
ぶ
縁
幾
つ

黄
水
仏
軍
}
ピ
ば
交
わ
し
て
裏
通
リ

イニ

う
ぐ
い
す
や
ま
だ
声
な
ら
ね
薮
深
し

美

物
完
り
の
声
高
く
な
る
花
見
給

春
広報への搭載を希望されない場合は、窓口への

届け出の際仁お申し出ください。

空き缶やコミの投げ搭てはやめましょう

J
原

因
建
の
身
を
持
て
余
す
長
さ
或
は
寝
込
り
ば
か
り
打
ち
明
け
を
持
つ

!
ー
ム
1

ーで多
吉
田

夢
ま
く
ら
母
が
顕
ち
来
て
病
む
わ
れ
に
教
え
て
く
れ
ぬ
信
仲
へ
の
道

真
弓

イ二
言己知

華
美ヰ支窃

‘可_.
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シリーズ

令自の食卓⑮

四季折々に出まわる野菜を使った献立は、食卓に彩り

をそえ、季節を運んでくれます。

舎の時期、旬の山のものがいっぱい出まわります。そこで

今月は、歯切れのよい食感が楽しめる竹の吾料理を3昂紹

介します。

f竹の予と絹さやの油いためJ
一材 料(2人分)一

・ごま油 大さじ2 ・竹の吾(笠)100g ・絹さや 20枚

・しよう油 大さじ 1 ・あらびき黒こしょう 適量

一作り方ー

(1)ごま油を熱し、生竹の号(新鮮なもの)の乱切りを加え、よく

いためる。

(2)筋を除いた絹さや20枚を加えて、さらにいため、しょう油大

さじ上あらびき黒こしょう適量で調味する。

f竹の予としいたけのからしあえj
一材料(2人分)一

・生しいたけ 4枚 ・酒大さじ 1 ・しよう油大さじ 1

・竹の吾(ゆでたもの) 40g ・貝観れ菜 1/2パック

・からしじよう油少量

一作 り万一

(1)しいたけは網焼きにし、煮切った酒、しよう油を合わせたつ

け汁につける。さめたら半分にそぎ拐る。

(2)しいたけ、ゆで竹の吾のいちょう切り根元を除いた買割れ

菜をからしじよう油で混ぜあわせる。

『竹の予とイ力の侮肉あえj
-材料(2人分)一

・竹の寺(ゆでたもの)40g

一作り方一

(1)ゆでた竹の号、イ力は細切りにする。

(2)(1 )をきざんだ梅肉であえる。

「春を昧わいましょうj

ー
宮
城
県
石
巻
市
|

塩
沢
千
恵
さ
ん
(
南
須
釜
)

私
の
ふ
る
さ
と
石
巻
市

野

は
、
漁
港
が
盛
ん
な
と
こ

警

ろ
で
、
宮
城
県
で
二
番
目

に
大
き
な
都
市
で
す
。
私

は
旧
北
上
川
の
近
く
で
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。

八
月
に
は
、
北
上
川
改
修
の
功
労

者
、
川
村
孫
兵
衛
へ
の
感
謝
と
供
養

の
た
め
に
大
正
五
年
か
ら
始
ま
っ
た

川
開
き
祭
り
が
あ
り
ま
す
。

川
で
は
、
カ
ヌ
l
の
競
争
が
あ

り
熱
気
の
あ
る
声
が
家
ま
で
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
夜
に
は
花
火
が
上

が
り
、
祭
り
が
近
づ
く
と
幼
い
頃

は
、
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま

i人分のエネルギー量134kcal

1人分の工ネルギ一量19kcal

し
た
。私

が

一
番
好
き
な
風
景
は
、
日

和
山
か
ら
見
る
河
口
で
す
。
桜
が

咲
く
こ
ろ
は
、
と
て
も
き
れ
い
な

眺
め
で
す
。

今
年
の
七
月
に
は
漫
画
家
の
石

ノ
森
章
太
郎
の
「
石
ノ
森
高
函
館
」

が
オ
ー
プ
ン
す
る
そ
う
で
す
。

た
ま
に
帰
る
と
、
街
の
中
が
が

ら
り
と
変
わ
っ
て
い
た
り
す
る
け

れ
ど
、
私
に
と
っ
て
い
つ
帰
っ
て

も
石
巻
市
は
、
心
が
や
す
ま
る
所

で
す
。

ま
だ
広
報
た
ま
か
わ
私
の
ふ
る
さ
と

コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
な
い
県
外
出

身
者
を
ご
奇
知
の
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、

玉
川
村
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
2
U
1
4
6
2
1
)
 

1人分のエネルギー量58kcal

小さじ 1-梅肉40g -イ力

組
心に残る我がふるさと

『芸術文化の蒙「舞務jjj

東京都大田区

小黒流師範大和田 秀 三弥さん

(吉出身・大和田俊買さんの叔父)

舞
踊
は
、
人
間
の
喜
怒
哀
楽
の

様
々
な
思
想
感
情
を
、
身
体
の
運

動
の
流
れ
を
通
し
て
表
現
す
る
芸

術
と
一一一一口
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
さ

し
く
舞
踊
は
、
人
聞
が
人
為
的
に

創
造
で
き
る
芸
術
文
化
の
華
で

す。
作
家
吉
川
英
治
氏
が
『
菊
作

り
咲
き
そ
ろ
ふ
日
は
陰
の
人
』
と

い
う
句
を
詠
ん
だ
こ
と
は
有
名
で

す
。
こ
の
勾
に
は
、
親
心
と
い
う

か
育
て
る
者
の
何
と
も
い
え
な
い

情
愛
の
響
き
が
あ
り
ま
す
。
私
は

舞
踊
を
通
し
て
人
々
の
心
に
楽
し

み
と
喜
び
と
励
ま
し
を
与
え
つ
づ

け
よ
う
と
日
々
精
進
し
て
い
ま

す
。去

る
四
月
一
目
、
大
手
町
の
イ

イ
ノ
ホ

i
ル
で
家
元
の
喜
寿
の
祝

い
特
別
リ
サ
イ
タ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
夫
婦
の
三
曲
目

は
桜
花
嫡
漫
の
春
ふ
さ
わ
し
く

「
夫
婦
の
春
」
、
こ
の
踊
り
は
編
笠

を
つ
け
て
踊
り
ま
す
が
編
笠
に
家

元
の
思
い
出
が
あ
っ
て
数
年
前
家

元
の
主
人
が
戦
友
と
旅
行
に
行
く

事
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
突

然
た
お
れ
て
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

主
人
の
代
り
に
ぜ
ひ
と
言
う
こ
と

で
佐
渡
の
方
に
行
き
、
み
や
げ
に

と
編
笠
を
買
わ
れ
て
帰
っ
た
そ
う

で
す
。家

の
中
を
掃
除
し
て
い
る
と
こ

の
編
笠
が
出
て
来
た
こ
と
は
喜
寿

の
祝
い
に
つ
か
っ
て
と
い
っ
て
い

る
様
に
思
わ
れ
「
夫
婦
の
春
」
を

主
人
の
思
い
出
を
胸
に
振
り
付
さ

れ
た
一
曲
で
す
。
私
た
ち
夫
婦
に

も
思
い
出
と
な
る
舞
台
で
し
た
。

私
た
ち
夫
婦
で
こ

・
一一一

の
グ
ル

ー
プ
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
中
で

も
年
配
者
に
教
え
る
時
は
体
に
無

理
の
な
い
様
に
と
注
意
を
し
な
が

ら
楽
し
く
踊
れ
る
様
に
心
が
け
て

い
ま
す
。
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